
　１０月２日（土）午前１０時からＰＴＡ役員さん各委員
長さん、環境整備員さん、有志の方、職員で校地の除
草作業を行いました。コロナ禍で実施ができず、夏草
が成長し、グラウンド、土手を草が覆っていました。お
かげさまで大変すっきりし、見通しがよくなりました。ご
参加いただいた皆様、ありがとうございました。終業
式には、生徒たちも刈った草や花壇の整備、室内清
掃に励みました。後期も美しい環境で学業に励みま
す。

前期終業式を迎えました
　＜校長の話＞
　みなさんおはようございます。前期終業式にあたり校長からお話しをします。まずは、コロナ禍の中、日頃からマスク着用、手
指消毒等感染予防につとめていることに感謝します。
　この半年間、皆さんは教科の学習をはじめたくさんの学びがありましたね。更にタブレットを使ったオンライン学習が進む中、
機器の操作方法を習得し、あらゆる場面で活用できるようにもなりました。本日も校内オンラインでの集会となりました。新しい
学びの姿として定着してきています。
　さて、今日は、２つのことを話します。一つ目は、前期行事等のふりかえりです。
　１年生の集団宿泊教室は場所を芦北から阿蘇に変更して日帰り校外学習を実施しました。小雨の中の野外活動では、草原
を歩き班員と協力しあってポイントを見つけることができました。また、焼き板工芸作品づくりでは、板に焦げ目をつけて味わい
深い木目があらわれ美しい仕上げとなりました。終日、みなさんの一生懸命に取り組む姿が見られました。
　生徒総会では、よりよい学校づくりのためにとよく考えた意見・要望が出されました。この日の様子を熊日新聞の方が取材に
来られ、「あれんじ」に掲載していただきました。旭志中を地域に発信できましたね。
　校内人権集会では、狭山事件について学び、自分のまわりの身近な差別について学びました。集会で個々の返しは、あまり
できませんでしたが、各教室で思いを出し合い、深めることができました。
　2年生の職場体験は地元の事業所の協力を得て、今年は実施することができました。働くことの意義、やりがい、大変なことな
どたくさんのことを学びました。礼儀作法の必要性をあらためて実感したことでしょう。
　3年生の校外学習では、鞠智城の歴史、菊池渓谷の豊かな自然、公共図書館のことなど地域について学ぶ良い機会となりま
した。菊池渓谷ではあいにくの雷雨でしたが、タブレットで撮った写真の出来映えにびっくりしました。
　体育大会では、１年生はなかまづくり、２年生は周りへの気配り、３年生は旭志中に足跡を残す実り多き大会となりました。何
より生徒会を中心に自分たちで考えた体育大会ができたことは大きな収穫です。参観された保護者様からは、「一生懸命に取
り組む生徒の姿がすばらしい」と、お褒めの言葉をいただきました。
　また、中体連夏季大会では、熱戦が繰り広げられ、剣道女子団体準優勝、女子バレーボール3位等の成績をおさめました。練
習試合、その前の公式試合等ができず、準備が十分でない中、精一杯がんばりました。
　この他、1年生のファームステイ、菊池市子ども議会等、様々な行事がありました。皆さんがその、ひとつひとつに一生懸命に
取り組む姿、大変よかったと思います。特に子ども議会での大人顔負けのするどい質問に江頭市長さんも驚かれていました。
　前期の一部を振り返りました。みなさんも今一度、がんばったことを思い出してみてください。
　二つ目はある人物の生き方についてです。紹介するのは、みなさんご存じのメジャーリーガーの大谷選手です。大谷選手は
投手でありながらバッターとしても活躍し、二刀流として有名ですね。今年の成績は、打者としてホームラン４６本、打点１００、
盗塁２６個、投手として9勝2敗等の活躍を見せました。私も大谷選手の試合結果は毎日チェックをしたものです。今日、皆さん
にお伝えしたいのは、素晴らしい記録もさることながら、大谷選手の人としての姿勢についてです。
　大谷選手はメジャーリーグの試合前。ブルペンからベンチへ戻る途中、外野の芝生付近に落ちていた“ゴミ”を拾い、尻のポ
ケットにしまう姿が注目されました。大谷選手は、今も、球場のベンチ、あるいはフィールドのゴミを拾い続けています。大谷選
手は、花巻東高時代に佐々木洋監督から「ゴミは人が落とした運。ゴミを拾うことで運を拾うんだ。そして自分自身にツキを呼
ぶ。そういう発想をしなさい」と教えられたそうです。
　高校時代は毎日30分から1時間かけてミーティング。そこでは野球ではなく、“人間力”を徹底的に叩き込まれました。高校時
代に作成した目標達成シートの「運」の項目に「ゴミ拾い」を挙げ、その習慣はメジャー公式戦でも変わらずに続けています。
　大谷選手から学ぶことは、「小さいことの積み重ねと継続することの大切さ。技術を磨くことも大切だが人間性を磨くことの大
切さ」です。
　大谷選手は決して順風満帆ではなくケガの手術・リハビリを経て今に至っています。復活して活躍するまでの道のりは平坦で
はなかったでしょう。しかし、ここまでやれているのは、彼の人間性がすばらしいからでしょう。私も人間力を高めたいと思ってい
る一人として皆さんにお話しさせていただきました。
　最後に本日、手にする通知表には、みなさんが取り組んだ前期の足跡が記されています。所見の欄には、担任の先生の温
かいメッセージと励ましが書かれています。しっかり読んでください。良かった点は更に伸ばし、課題については、より一層の努
力で克服していきましょう。後期始業式に元気に会いましょう。
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ふるさとを誇りに思い、次代を背負って立つ人づくり
～教育の根幹に人権尊重の精神を据え～命・人権は最優先
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